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町 が 自 分 で まかなえたお金（
自
主
財
源
）68
％

町 が 自 分 で まかなえたお金（
自
主
財
源
）68
％

国や県か
ら
も
ら
っ
た
お
金（
依
存
財
源
）32
％

国や県か
ら
も
ら
っ
た
お
金（
依
存
財
源
）32
％

歳出（使いみち）

一般会計

歳入（財源）
歳入 159億4,365万円

歳出 151億7,285万円
民生費
38%

総務費
18%

土木費
12%

教育費
12%

衛生費
7%

公債費
6%

消防費 4%

町税
53%

国庫支出金
10%

県支出金6%

町債6%

地方交付税2%

繰入金・繰越金 5%

諸収入等
7%

地方消費税
交付金等
8%

分担金・負担金 1%分担金・負担金 1%
使用料・手数料 2%使用料・手数料 2%

商工費ほか 1%
議会費 1%

農林水産業費 1%

商工費ほか
4,463円

教育費
36,601円

議会費
2,427円

土木費
36,674円

農林水産業費
4,535円

総務費
53,039円

消防費
12,907円

民生費
114,295円

公債費
17,591円

衛生費
19,991円

令和元年度
一般会計決算

町民１人あたり
いくら使った？
※令和元年度末人口
　50,154人から算出

１人あたり
302,523円
使いました 4,402円UP 2,959円UP

400円UP898円UP

168円DOWN11,807円DOWN

108円DOWN843円DOWN1,552円DOWN5,124円DOWN

歳入歳入
0.5％

DOWN!

歳出歳出
3.3％

DOWN!

令和元年度、住民の皆さんの税金がどの
ように使われたか、来年度の予算編成に
活かせるよう徹底審査しました。

令和元年度
一般会計決算

高齢者・障害者福祉、保
育園、児童館、児童手当
等にかかったお金

庁舎管理、税務事務、各
種証明書発行、選挙、バ
ス運行等にかかったお金

道路、公園、橋、町営住
宅等にかかったお金

学校教育、生涯学
習、スポーツ振興
等にかかったお金

健康対策、環
境保全、ごみ
処理等にか
かったお金

町の借金返済に
かかったお金

消防・防災に
かかったお金

寄附金、町債等で増、繰入金・繰越金等
で減となり、差し引きで0.5％の減。自
主財源は、5.4％の減、依存財源は、
11.4％の増。

総務費での公共施設等整備基金積立
金、公債費等で減、民生費での保育等
給付事業費等、教育費での小中学校
施設整備費等で増。



令和元年度 一般会計決算認定
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令
和
元
年
度

一般
会
計
決
算

　
令
和
元
年
度一般
会
計
決
算
は
、歳
入
総
額
は
前
年
度
比
０・

５
％
減
の
１
５
９
億
円
余
、歳
出
総
額
は
前
年
度
比
３・３
％
減

の
１
５
１
億
円
余
、実
質
収
支
は
７
億
円
余
の
黒
字
、財
政
調
整

基
金
の
積
立
額
は
５
億
円
で
、健
全
化
財
政
を
維
持
し
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
、16
％
増
の
国
庫
支
出
金
、１
１
２・３
％
増
の
ふ

る
さ
と
寄
附
金
が
特
に
財
源
確
保
に
大
き
く
寄
与
。歳
出
の

37・８
％
を
占
め
る
民
生
費
で
は
、保
育
事
業
、高
齢
者
医
療
事

業
に
重
点
支
出
。前
年
度
比
９
％
増
の
教
育
費
で
は
、小
中
学

校
施
設
整
備
に
重
点
支
出
し
、災
害
避
難
所
機
能
強
化
に
も

寄
与
。管
理
面
で
、歳
入
の
多
額
不
納
欠
損
額
、歳
出
の
多
額

不
用
額
の
再
発
防
止
お
よ
び
業
務
改
善
の
強
化
を
要
望
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

国
庫
支
出
金
の
最
大
活
用
で

小
中
学
校
空
調
設
備
完
備

親
和
会　
向
山 

恭
憲 

議
員

賛成

　
令
和
元
年
度一般
会
計
で
は
、第
６
次
東
浦
町
総
合
計
画
に

基
づ
い
た
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
た
。具
体
的
に
は
、骨
髄
移

植
ド
ナ
ー
が
勤
務
す
る
事
業
所
へ
の
補
助
金
交
付
、小
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
設
置・水
泳
指
導
業
務
委
託
事
業
、家
庭
系
可
燃

ご
み
処
理
有
料
化
事
業
、小
型
バ
ス
の
導
入
、路
線・ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
等
の
行
政
バ
ス（
う・ら・ら
）運
行
事
業
、管か
ん
き
ょ渠
建
設
改

良
事
業
、東
浦
地
域
ね
こ
の
会
へ
の
町
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推

進
事
業
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
事
業
の
中
に
は
公
明

党
東
浦
が
要
望・推
進
し
て
き
た
も
の
も
あ
り
、評
価
す
る
。

　
今
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
注
視
し

な
が
ら
、持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
お
願
い
し
て
、賛
成
討

論
と
す
る
。 コ

ロ
ナ
の
影
響
を
注
視
し

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

公
明
党
東
浦　
秋
葉 

富
士
子 

議
員

賛成
　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額

１
５
９
億
４
３
６
４
万
円
余
、歳
出
総
額
１
５
１
億
７
２
８
４
万

円
余
で
あ
り
、形
式
収
支
は
７
億
７
０
８
０
万
円
余
の
黒
字
。

翌
年
度
繰
越
財
源
で
は
、保
育
園
施
設
整
備
事
業
費
、勤
労
福

祉
会
館
管
理
運
営
費
、都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
費
等
多
く

あ
り
、限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
効
果
の
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
思
わ
れ
る
。し
か
し
、例
年
に
比
べ
、不
用
額
の
多
さ
が
各

部
門
で
見
受
け
ら
れ
、そ
の
た
め
に
本
会
議
お
よ
び
各
委
員
会

で
も
質
疑
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

今
後
は
、第
６
次
東
浦
町
総
合
計
画
の
も
と
、町
民一人
ひ

と
り
が『
幸
せ
と
絆
を
実
感
で
き
る
ま
ち
』を
目
指
し
、着
実

な
前
進
を
お
願
い
し
て
、賛
成
討
論
と
す
る
。

幸
せ
と
絆き
ず
なを
実
感
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
着
実
に
前
進
を

清
流
会　
三
浦 

雄
二 

議
員

賛成

　
特
に
懸
念
し
た
こ
と
は
、消
費
税
10
％
へ
の
増
税
の
影
響
で

あ
る
。ま
た
、家
庭
系
可
燃
ご
み
処
理
手
数
料
の
支
払
い
に
よ

り
、さ
ら
に
負
担
が
増
え
た
。消
費
税
増
税
に
伴
う
公
共
施
設

使
用
料
の
増
額
も
含
め
、反
対
討
論
と
す
る
。

【
主
な
意
見
】

・
退
職
手
当
の
対
象
者
37
人
中
24
人
が
自
己
都
合
退
職
者

で
、
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
正
規
職

員
の
割
合
を
増
や
し
、
人
的
余
裕
が
必
要
と
考
え
る
。

・
新
庁
舎
建
設
基
金
の
必
要
性
は
理
解
す
る
が
、
漠
然
と
積

み
立
て
て
い
る
印
象
も
拭
え
な
い
。
予
算
ど
お
り
の
２
億

円
で
な
く
、
全
額
ま
た
は
一
部
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
へ
充
て
る
こ
と
を
求
め
る
。

消
費
税
10
％
と

可
燃
ご
み
処
理
手
数
料
で
負
担
増

日
本
共
産
党
ひ
が
し
う
ら　
杉
下 

久
仁
子 

議
員

反対
【
歳
入
審
査
】

①
平
成
27
年
度
か
ら
30
年
度
の
税
収
の
不
納
欠
損
処
理
漏
れ

を
令
和
元
年
度
に
ま
と
め
て
処
理
し
た
め「
不
納
欠
損
額

３
千
万
円
余
」と
例
年
よ
り
伸
び
た
。再
発
防
止
を
求
め
る
。

②
町
債
は
、借
金
時
計
が
刻
々
と
返
済
を
刻
み
、評
価
す
る
。

③
ふ
る
さ
と
寄
附
金
４
億
５
千
万
円
は
、
前
年
か
ら
倍
増
。

地
場
産
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
評
価
す
る
。

【
歳
出
審
査
】

①
節
約　
②
事
業
規
模
縮
小　
③
予
算
の
過
大
見
積
も
り　

④
執
行
時
期
の
喪
失
等
、不
用
額
の
理
由
を
含
め
た一覧
表
の

提
出
と
、主
要
施
策
の
実
績一覧
表
の
工
夫
を
求
め
、賛
成
討

論
と
す
る
。 不

納
欠
損
と
不
用
額実

績
一
覧
表
の
工
夫
を

庶
民
倶
楽
部　
山
田 

眞
悟 

議
員

賛成

賛
否
討
論

　
定
例
会
最
終
日
に
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
決

算
の
内
容
に
つ
い
て
、
５
会
派
が
賛
成
・
反
対
の

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

決
算
を
チ
ェッ
ク
！



　
本
会
議
で
質
疑
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

一般
会
計
決
算

決
算
審
査

公
共
施
設
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

町
が
管
理
す
る
施
設
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料
、

Ｌ
Ａ
Ｎ
回
線
料
、
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
回
線
料
の
金
額

の
相
違
の
見
解
は
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

料
は
、
各
施
設
の
利
用
頻
度

に
応
じ
て
料
金
プ
ラ
ン
等
を

選
定
し
て
い
る
た
め
、
接
続

料
の
金
額
が
異
な
る
。
Ｌ
Ａ

Ｎ
回
線
料
は
、
知
多
メ
デ
ィ

QA

教
育
部
の
事
業

日
常
業
務
の
改
善
内
容

と
新
規
事
業
の
推
進
成
果

は
。図

書
館
は
、
児
童
等
に

図
書
を
紹
介
す
る
た
め
に
発

行
し
て
い
た
リ
ス
ト
や
チ
ラ

シ
の
種
類
と
発
行
頻
度
を
見

直
し
、
よ
り
効
果
的
な
図
書

の
紹
介
と
業
務
時
間
の
削
減

を
実
施
。
ス
ポ
ー
ツ
課
は
、

体
育
協
会
事
務
や
区
民
体
育

祭
の
見
直
し
に
よ
り
業
務
時

間
の
削
減
を
実
施
。
部
全
体

で
年
間
約
８
０
０
時
間
の
削

減
が
で
き
た
。

　
新
規
事
業
と
し
て
、
片
葩

小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、

小
学
校
水
泳
授
業
の
民
間
委

託
を
試
行
し
た
。
支
障
な
く

行
え
た
こ
と
、
児
童
お
よ
び

教
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も

高
評
価
だ
っ
た
た
め
、
事
業

を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。

QA

ア
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
の
光

ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
て
お
り
、

現
在
、
回
線
を
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
か
ら
光
ケ
ー
ブ
ル
へ
移
行

中
の
た
め
、
金
額
に
相
違
が

生
じ
て
い
る
。
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
回
線
料
は
、
施
設
を
利

用
す
る
住
民
向
け
の
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
敷
設
し
た
も
の

で
、
現
在
は
役
場
庁
舎
を
は

じ
め
４
施
設
。

公
共
施
設
の
貸
館

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
拡
大
で
、
３

月
は
貸
館
を
ほ
ぼ
中
止
し

た
が
、
使
用
料
等
で
キ
ャ

ン
セ
ル
料
は
発
生
し
た
か
。

事
前
に
も
ら
っ
た
使
用
料

は
す
べ
て
還
付
し
て
お
り
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
発
生
は
な
い
。

QA

学
校
の
ト
イ
レ
改
修

西
部
中
学
校
ト
イ
レ
改

修
工
事
の
内
容
は
。
ま
た
、

す
べ
て
の
ト
イ
レ
改
修
完

了
は
い
つ
に
な
る
か
。

西
部
中
学
校
管
理
棟
１

階
と
２
階
の
ト
イ
レ
で
、
便

器
の
洋
式
化
と
同
時
に
、
床
、

壁
、
天
井
、
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
、

照
明
設
備
等
の
全
面
的
な
改

修
を
実
施
。

　
す
べ
て
の
改
修
完
了
時
期

は
、
令
和
８
年
度
を
目
標
に

整
備
予
定
。
ト
イ
レ
改
修
工

事
は
、
１
校
当
た
り
３
千
万

円
か
ら
５
千
万
円
ほ
ど
の
費

用
が
か
か
る
た
め
、
国
の
補

助
制
度
を
活
用
し
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
１
年
で
も

早
く
完
了
で
き
る
よ
う
、
今

後
も
国
へ
の
予
算
要
望
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
事
業

高
齢
者
教
育
事
業
委
託

料
の
事
業
実
績
は
。

高
齢
者
教
室
は
、
町
内

６
地
区
で
各
５
回
開
催
。
参

加
者
の
延
べ
人
数
は

２
２
３
８
人
で
、
１
回
当
た

り
約
74
人
。
内
容
は
、
特
殊

詐
欺
対
策
に
関
す
る
も
の
や

QAQA

楽
器
の
演
奏
等
多
様
で
、
高

齢
者
自
ら
企
画
・
運
営
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
幅
広
い

ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん
だ
も
の

と
な
っ
た
。

65
歳
の
つ
ど
い
の
予
算
額

と
決
算
額
の
差
の
内
容
は
。

予
算
額
は
２
６
３
万
円
、

決
算
額
は
１
５
９
万
円
余
で
、

差
額
が
１
０
３
万
円
余
の
執

行
残
で
あ
る
。

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
委
託
料
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
度
は
７
３
０
万
円
、

令
和
元
年
度
が
12
万
円
だ

が
、
そ
の
差
の
内
容
は
。

平
成
30
年
度
ま
で
は
医

療
法
人
へ
運
営
を
委
託
し
て

お
り
、
平
成
31
年
度
か
ら
直

QAQA

営
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
病
児
の
病
状
が
急
変
し

た
と
き
の
た
め
の
医
療
法
人

へ
の
委
託
料
の
み
の
差
。

事
業
実
績
の
評
価
と
今

後
の
本
事
業
へ
の
見
解
は
。

延
べ
利
用
者
は
、
平
成

30
年
度
は
３
７
５
人
、
令
和

元
年
度
は
１
０
６
人
。
大
幅

に
減
少
し
た
の
は
、
対
象
者

を
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
に

限
定
し
た
た
め
。

　
今
後
は
、
医
療
併
設
型
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
た

め
、
新
た
な
委
託
先
を
含
め

て
検
討
し
た
い
。

各
種
検
診
と
医
療
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
各
種
検
診

と
医
療
費
へ
の
影
響
は
。

各
種
検
診
は
、
２
月
、

３
月
は
延
期
と
し
、
医
療
費

は
、
平
成
30
年
３
月
か
ら
31

年
２
月
受
診
の
も
の
を
令
和

元
年
度
で
支
払
う
た
め
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
は
な
い
。

QAQA
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令和元年度 一般会計決算認定
労
働
費
と
商
工
費

労
働
費
と
商
工
費
の
執

行
率
減
少
の
理
由
は
。

労
働
費
は
、
勤
労
福
祉

会
館
外
壁
等
改
修
工
事
の
設

計
委
託
料
の
予
算
額

３
１
７
万
１
千
円
に
対
し
、

契
約
額
が
１
８
１
万
５
千
円

と
な
っ
た
こ
と
、
商
工
費
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
の
申

請
率
が
34
％
で
、
販
売
額
が

予
定
よ
り
大
幅
に
減
少
し
た

こ
と
が
原
因
。

於
大
公
園
再
整
備
事
業

於
大
公
園
再
整
備
基
本

設
計
業
務
委
託
内
容
と
平

成
30
年
度
末
に
公
表
し
た

基
本
計
画
図
の
変
更
点
は
。

展
望
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の

場
所
の
変
更
、
下し
も
ひ
る蛭
藻も

池
へ

の
橋
の
設
置
中
止
、
幼
児
遊

具
広
場
の
場
所
を
変
更
し
、

屋
根
付
広
場
で
雨
天
時
で
も

QAQA

る
。
本
町
の
財
政
力
指
数

は
０・９
６
だ
が
、見
解
は
。

本
町
で
は
こ
の
５
年
間
、

０・
９
６
で
推
移
し
、
普
通

交
付
税
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
限
ら
れ
た
一
般
財
源
で

浮
き
沈
み
な
く
安
定
し
た
財

政
力
が
維
持
で
き
て
い
る
。

　
財
政
力
指
数
が
１
を
超
え

る
と
財
政
的
な
自
由
度
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
が
、
財
政
構

造
が
硬
直
化
し
て
い
て
は
い

け
な
い
。
令
和
元
年
度
決
算

を
総
括
す
る
と
、
お
お
む
ね

健
全
な
財
政
運
営
が
で
き
て

い
る
と
見
て
い
る
。

個
人
町
民
税
の
不
納
欠
損

個
人
町
民
税
の
不
納
欠

損
額
が
突
出
し
て
増
加
し

て
い
る
が
、
理
由
は
。

令
和
元
年
度
の
個
人
町

民
税
の
不
納
欠
損
状
況
は
、

前
年
度
比
で
３
５
１
人
、

１
４
５
６
万
７
６
０
７
円
の

増
加
。
こ
れ
は
、
平
成
27
年

AQA

は
、
今
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
税
の
軽
減
効
果
が
最
大

９
割
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
る
。
本
町
も
こ
れ
を
機
に
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
す
る
た
め
、
本
年
５
月
に

国
へ
地
域
再
生
計
画
の
申
請

を
行
い
、
７
月
に
認
定
を
受

け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
社

が
町
内
に
な
い
企
業
が
本
町

に
寄
附
を
し
た
場
合
に
、
当

該
企
業
が
税
の
軽
減
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
町

広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
を
図
る
等
、
現
在
、

寄
附
を
募
り
始
め
て
い
る
。

町
債（
借
金
）

町
債
の
返
済
に
つ
い
て

の
今
後
の
展
望
は
。

町
債
は
、
こ
れ
ま
で
将

来
世
代
へ
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
地
方
債
の
借
入
れ
調
整

や
利
率
の
高
い
借
入
れ
の
償

QA

快
適
に
遊
べ
る
よ
う
に
整
備

す
る
等
で
あ
る
。

於
大
公
園
再
整
備
の
工

事
着
工
予
定
は
。

国
の
交
付
金
配
分
状
況

か
ら
三
丁
公
園
事
業
を
優
先

す
る
。
於
大
公
園
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
と
来
年
度
に
実

施
設
計
を
進
め
、
工
事
着
工

は
令
和
４
年
度
を
予
定
。

財
政
力
指
数

地
方
公
共
団
体
の
財
政

力
を
判
断
す
る
指
標
で
あ

る
財
政
力
指
数
は
、
そ
の

値
が
高
い
ほ
ど
財
政
力
が

高
く
、
１
を
超
え
る
と
、

そ
の
超
え
た
分
だ
け
通
常

水
準
を
超
え
た
行
政
活
動

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

QAQ

度
か
ら
30
年
度
に
お
い
て
、

地
方
税
法
第
18
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
く
時
効
に
よ
る

一
部
の
不
納
欠
損
処
理
が
漏

れ
て
お
り
、
元
年
度
で
不
納

欠
損
す
る
金
額
と
合
わ
せ
て

処
理
し
た
こ
と
に
よ
る
。
原

因
は
、
シ
ス
テ
ム
入
力
上
の

ミ
ス
で
あ
る
た
め
、
今
後
は

事
務
手
順
を
係
内
で
周
知
徹

底
し
て
、
適
切
な
滞
納
管
理

に
努
め
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金

対
応
す
る
ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト
を
増
や
し
た
こ

と
で
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金

の
額
が
前
年
度
の
倍
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
対

応
は
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

今
年
度
８
月
末
現
在
、
前
年

度
同
時
期
比
１
９
２
％
の
約

９
千
万
円
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
は
な
い
と
考
え
る
。
今

年
度
は
、
前
年
度
よ
り
も
増

加
を
見
込
む
が
、
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
向
け
た
動
き
は
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

QAQA

還
終
了
で
減
少
さ
せ
て
き
た
。

今
後
は
、
公
共
施
設
の
更

新
・
基
盤
整
備
の
充
実
の
た

め
、
町
債
の
借
入
れ
が
増
加

す
る
と
想
定
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

犯
罪
分
析
の
一
つ
と
し

て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像

が
非
常
に
役
立
つ
と
考
え

る
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

の
拡
充
の
考
え
は
。

現
在
、
各
駅
の
駐
輪
場

に
は
完
備
。
町
に
入
っ
て
来

る
車
お
よ
び
町
か
ら
出
て
行

く
車
を
監
視
す
る
た
め
、
各

行
政
界
に
も
毎
年
２
、３
ヵ

所
設
置
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
か
ら
自
治
会
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
向
け
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
を

運
用
し
て
お
り
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
少
し
ず
つ
増
え

て
い
く
と
考
え
る
。

QA

2020.11.1 No.2045


	20201101_02
	20201101_03
	20201101_04
	20201101_05

